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本問先生愛用の実印と安田財閥から贈られたウサギの置物、「趨繍文化賞」器室文化的に事
c
せFのは密知大学の本
附密｝氏だということで、この「文化賞」は先生が盤情 市民から敬愛され℃いた証犯といえるだろう。この受慌の井喜」の一倍ぴを本問先生は「こういった袋何時は、できる
だけ内絡でやってもらいたい」
P忽に閉され
たことがあ
voo
こうした山間以志木川中高に伝わる滋品あ附崎盤知大学 持贈さ品川ており、すでに阿片戦争を恥っ十点則徐によ・
9
一一対の一け軸や巾口友
好協会会長の孫乎作氏が水間滋一先仏 倒的気をお見
mmいに来日
し、先匁のために同日品申した「名高花斗均比尚山」と出抑留（さとう）された内は六学雨明」一小山引に飾ら てい
4也。
そうした本閉店一先匁のゆかりあるぬ煎次総資料がいずれ「本問符－コーナー」とし亡まとめ、件一い
qv
りか・り
法学帽を目指した仙川代、判中紗必の時代、東京間穴（一一悩レヘ学）教授時代、東開出制文市院大学長 、後知大学創立から－一代、凶代の学長崎代など保川町代に分矧務官民て股示され
u｛W4MM
闘も氾め℃
Lr
きたいの一）川県知大学
4mw
刊文
明市院七、
JhMl
の聞い九円
わせは、官時叩
U532
??-Hi
-
aq
’i
’a
’l 
－〈愛知大学問用車問文書院大学記念センター客員研究員・運営安民）
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(JO;, 2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 6 月 1 0 日（日曜日）
元学長が建学精神など紹介J:H'I 
愛大東亜同文書院大学記念センター
牧野氏迎え豊橋校舎で講演会
私と牧会日 λ話it!i!告別；Ii］.調じ；；＼ i設設！！！
収可ーでー1・調・‘.; .....毒事契護重体設 ！？；量園園長制審鳴き；III・・議選建議弓議；五？を圃・・時襲撃投星雲院
ilhnnhdiudi 事そ ihitun咋i!1ih~ 車 各実翁主季ぞ S 委互 主台管実事袋店
愛大と東署同文書院大学を演題に一いてでい。一
一入場無料、申し込み不一
9H
に牧野元学長が講演一要。問い合わせは同記念一
銭知大伊東．虫向文節院一と弘」を樹胞に綿泌する。一センター（
0532
・円引←
火小記怠セン欠
lは9n
一牧野氏は、理問の竺・
4i9
）ヘ。
午地問
1時半から
3時半ま一大で伊び、包院えの教同一（竹下貴信）←
で、後火山川師向山似合
mm究館一から指蒋を受仔た
ωまた一一
で諭演会を聞く
u牧野由一学長として夜任中は、巾一
朗・元波大学長が一後知一間との伊術救向塗滞に尽一火山山
L」東斑岡町人
FU院火学一力し亡おり、町内院十八につ一
空軍fr三号ロ，毒事会’S事正
= 喜三
日
エ
=ー  
= 
= 
一」’
出
= 晶
広
告＂-
三言
= 
= 
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選2一一「愛知大時？と胤車問文世間四一東亜同文書院の蹟
－院大学と私」と闘し、回一
一鴎忠実喜一語大学壁、喜一一長の牧野由朗氏一問主徳川火山本以州大学一一愛知大学期唾
M文尚院一山身の教叫に教えを交け一
一大学問怠センターは、日一た思い山ゃ、学民として一一日午後
1時ω分から峻椀一中国との学術教育室
mに一
一市町畑町の向大学験問問佼←尽力した縦験などを続前一一議運
1襲
1
、2公一三一
一饗で公開接会街合一川い完夜、愛知た一一入国刷無料。一学期制同文尚院大説記念一一講師は同大学光学長・一センター”包話
0532
一
旬。。鎗教授の牧野間附氏。目（打）
4139u
への
2 D D 7 年（平成 1 9 年） 6 月 1 2 日（火曜日）< 7)
同！？；三！とでむ＼（；~
函品〕今から
120
年も前にな
る。事堕白は自分の経営す＠「時間諜報」に朴鋭を密いた。明治初年の臼朝修好糸線締結以来、朝鮮、澗閣との巡帯を強め、両国の近代化を凶るっとす 動舎は、壬午南端乱（大税者の反乱）から申昭事変（金玉一のクーデター）にかけ℃急速に誇返し、これまでの友好ム
lドが敗対ムードに一
群荘。
「主総一とする所はただ脱
亜のニ字に在るのみ」「我悶は隣国の簡明を待つ℃、共に彊倒産を興すの猶予あるべからず」「隣闘なるが故にとて特別の会釈に及ばず、ま当」に西海人が
ζれに
宇るの風 宅処分すべきのみ」「我は心 が古狸細川出東方の懸友争調絶するものなり」。論告個人の朝
見」「対票差薬害、戦滑固との通商貿易還し両になる。勝世菌剤にして浮き立つ世国が共に繁栄す＠
ζとによ西出伸文明をいず轟く取り
鈴に対し、菌への賠償金抱アジアの安定に護るとい・去、アジアにおいず薩一、と領土の分割晶玉県求ずべき角福論は、まことにユ－丁旧態を脱した明治の日本
鮮改革派に対する支援も失でないとの考えを公開で炉、クである。彼はとの抱負をは、新国家形成の舎道程で、敗した
ζとへの挫折暗と償譲すべく、俗しまれつつ一稲の膨翠量的な需に
。
激の念の霊ル
52
れる教導団以来の盟友の憲一包京ていた．
ζの中には
ζの社説は、甲申事容の笠諭吉よりお歳下の荒尾精と共に退役し、明治お年、引園権井国民総、あるいは欧化富治隠す月日自に発表は愛知県の出号、聾教警上海にて
Bm
貿易研究品粋とは延長をもっ
された。海図を出・？袋、参謀本部に所を設立した。
ζれは一種風潮が出てくる。との叫露
近代化への窃力を怠る国勤務した優秀な箪人であのビジネススクールであるは今も変らぬよう戸」。A 寸
泉
潤太郎
。
時代を先駆け 荒尾精
闘闘闘闘凌知大学東恵問文＠院大学記念センターは初日午後
1時半から、愛大
盤織校舎研究館で公開様相刷会を行う。輪開聞は東光容隣院主の村上武氏。村上氏が「『学問のすすめ』『脱原盤と競馬樹先生の思想」字続演する。聴講自由。入場無料。
は、欧米列強によって分割さか」一主む毒ない、日本も欧米安包に東アジアの分割に加わるべ貴たとする滋説、のちの「脱亜鈴」にひき継がれる内容そこの義かもつ
ζとは否定でき
ない。この
m年後、ついに包消
験争が始まる
ζとになる。
その頃、荒尾精は「対山崎窓
総師の村ト由民民は、「東方策荒尾精先生遺作復刻」ゃ、「楢郵巳人濃尾綿
l村
ぃ薙ニ弱、村上武町謂」の
と共に、精閣の物産学級う出版を個人の力でなし、荒商会でもあり、研究所が出馬橋に対する傾注には並々板した謹一の翼さん）ならぬものがき。になる「満開通商総覧は陥商「『営聞のすすめ』『脱皮な学術的側慨をもっすぐ車検』と策局鮒先生の思想」れ骨伊』ジネス穏でもあ句と息する締測は、きな臭い時代を先駆けしす書記～故級輸が庖（かまびす）しい
る。純国・漢口に
3年滞在か、臼瀦貿易研究所は数年昨今、大いに傾胞に慨する
しが携の帰理事は参謀聞で解散するが、明治選、ものと思う。総長も激自問した内容であ東盟問文窃隣同恨源一院長）〈密知大学・中日大辞典綱る。とりわぜ臼本の今後 として饗獄、議挺すること祭主幹）
村上武氏が公開講演会
初日、愛大豊橋綬舎
村上氏は父・徳太郎が
1931
〈昭和
6〉年に創立した東光時院の
院主を均年
γ毒揺さ』、現在、悶察
院機関紙「包光」の綱策・発行者五
U
務めている・鵠溺では「東亜同文也院の伊統の慈凝は荒婚の精神によっている」としつつ、
ζの荒尾の思想券椙市部翰宵
との対比で解説する。（荒雨時のブロフィルについずんほ今衆氏の寄稿冷穆熊〉（本多
8」
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．冶
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画大で創成期振り返るスう自国
芸事主2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 6 月 1 3 日（水曜日）
ヨ持斤 舟耳『
397 
一映像で振り返る創成期一
Z2
つ重要」
一を
168
枚のスヨイドで
←ロ目愛犬 スライド上映会一一 振 る。
巴晶一戦後嗣もないころの愛犬一会場は研究館
1階の第
宅一創成期について知見が深一
l・第
2会韻室。上映会
4
誠一く、今回愛知大学東蛮同一は約
1時間支予定してい
－宗一文議院大学記念センターミス護料。問い合わ
一の求めに応し干て、上映会一廿ほ同センター（
053
日叩尚 を蘭て。一
2
・d
・4111
）へ。
未開一撃「霊同文農一重量）
官、一翠ど
E
2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 6 月 6 日（水曜日） ヲ守口安定3帯主
lU r, 1 中
Ii; ！~11,/II三；界最鞠誠率一躍量産手
tiU Ui! 
③ 量稽定D；·膏掴町E蝿
東亜同文書院から愛大ヘ
陶芸家の古橋尚氏
6 月 13 日（水）諮誌~芸芸i·東日新聞
一陶
AZfぷの討栴尚さんが
一口臼、川町一知人公血
Mm別代合
一大学記念飢で「愛知大学一削成問問と頭取同文台院紙一帯引の川町山悼とナ
ii
ショ、
J」
一レ）制してスラ
fド上映会一
を汀った川
Eh
宅一十日約さんは、陶芸のか’
凪幻一たわら伝統
X化や人物の
哩を一研究をしている
h昨年変
園間一大で聞かれた「変州大小川似て目以則のが般
lり内パ
司、‘岬崎学一ネル川町」を見た際スライ司‘浅沼大ドじを思い
Jち、阪一室
、thJS
「即知
i
一：ー
同引越愛公許したお同文夜明踊で＋ヘ以
Jg
七、〆タ
lの川也知
かふ
hf州駒山吋下内さんに復仇して今一山の僚とンド引一上映会主ぃ叫した
U
一畑町川がんが外同に川町
1
川一一一一一説ス二一一
45
却人の参加ーごした詰
ω長であるこ一
ーイにふ
Uji－－…～を別に、党トヘの日山内ベであ一とや、山川刊で中山か－勺引
’R附叫掛る山一州向山
HA荷院大口寸の日一き山
hM
るニとになったと一
立の料消か門川町史をたど一さ、収削が命がけで
VM
一
rJた
rかっとト一応に中川つ－一山と吠拍鴻を山←
hJh叩った
一たごろ川九日誌のい主主と一
4ピソ
lドな
ιがほんさ一
品、一ヘ－寸
JIドで川しなが『れた、
-ｷ , ..... >;’ t 民話バ.＇.~,\S汁.：：·－
噌l'fic,c,作F
デ手、 、i. ’ 
、、 r”ぞ常
地域を笑顔に
扇面函言語λ両氏苓
同2:”ぷのi'i焔lnJさんが1~ 日、唆’江l大7：愛情t之
;l.；，大学記念館で i ＇.愛矧大~：臼IJI，児期jと煎i!E同；.（；1,
！院継｝去の映i僚と十しーションJ と：wじてスラ f
I' I·.映会乏i"; った。
「豊橋美術展J始まる
~Wlili美術的1旬以 1mで 1 士 11 、「 ~j；刊！ciiIN('.
)j吋/Jたねえti{ ； ま勺1こか
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④ 東日新聞器.~説話＇ 6 月 15 日（金）
翠霊翠語蔚足量買産調躍
？震 豊橋市美博の館長らに展示法聞く
州川崎巾宍
M博物館のタほった。干の砥矧喝さんの呼びかけ
mgZ
は、松岡を保護す
壁謀長と袋詰川一同大では志望から一で、より緊の闘の高めるために震防止の照明袋詰臼、語大学坐大常命問委脅して一るために専門家の覧を一にすることや、警官詩文部院大学記念セン芙学関連の資料の襲笠間くこととなっ耳石レプリカの茨安どするタl室抗、読の繁一一容－行っている。今回は一載さんは
mm近、民主必援があることな定信
方法などについて島田を 記念センター客員研究尚一審乞訪れる市民が憎えて一備していた。
－－－－－－－司一きていることに触れた上一
lill1111
泊・・・・
F
一で「今までは媛大の宝を一
・・・園描一眠らせていた
A最もっ一
・・ ・圃醐と多くの方々に、地時の一＼d組組
... 
綴一大学に鼠沼な－
X化財があ一
・λ極通岨閣議一ることを知ってもらいた一
匹・眠臨鶴子い」と訴した。圃圃圃園圃圃眠館一また、同席した隠大ち圃園田原一義佼で謀議採役員一薗 園金一樹園田 圏く一も務めた大島獲さんは←蕗圃圃園田間一「緊の内容を充実させ、でj沼渇時一室町窓ど人材も町昆し一泌総蛾一ていくことが必柄引。将主
主一
J
刊の一的には大学の竪博物館一
調艶誠一を目指したい」 術恕を一翻盟関 話った。一匹醐醐研一会見の後、一行は一日常口一議蜘一民のガイド英霊祭一 t－量（散を見学して刷った。金一
首電車1甑
地践を笑顔に
発行所／来海回日新聞社羽：：L0532・53・2800
干制作08下L F,\X0532・S3・7222
受知県E章構市東松山町90,'li，地 hup町：/I，円刊，＜.lonichi.nel
資料の展示方向t助言 犠
~橋市奨術開物館のぷ保宏行箆長とi刻長I何百！
日l師長が14日、愛知大今鳴すfi同文ill院大山己：怠
センターを訪れ、資料の殴示方法などについて
助言を行ゥたc
豊橋市美術博物館館長・副館長、
本学の歴史展示をご見学
東盛岡文諮院大学記念センター
側隆一郎
17日から沖縄県石垣市へ 事善
弘前藤村の詩「1耶子（やし）の突」を再現す
る凶l京iiiの観光イベン卜「愛のココナヴツメッ
セージ PAR T2U」で、市観光協会｛会長・
鈴木克平市長）は17臼から19日まで、やしの笑
をj穫にiたすため「迭さ包J に見立てた担l1*1lJ以6
垣市を訪れる。
399 
6 月 14 日午前、豊橋市美術博物館の金原宏行館長および、後1事消司高1］館長のご前名が、
本学~橋校舎のm::;n;:同文書院大学記念センターを訪問された．肉センターは大学記念館内
の「大学史展示室」の移転、務官ii をこの 4 月に実路したが、さらに既設の f%!JP.同文書院
大学泌示室J のリニューアルと大学史展示室の二期盤備を進めるために、またセンターの
r b.；の会J を立ち上げる梢怨を具体化させるために、実績をあげている同博物館・のご意見
をラかがうべく捌いたものであり、ご1<L1名は束!IEIHJ文議院を含めた本学の歴史に関する品
展示を、興味深くご‘覧になって下さった。
弘11大学史展示室の案内を担当したが、学生・卒業生・学外の人と、それぞれに応じた
説明が袈求される難しさを改めて鶏！~＼した。展示案内の前に行なった意見交換では、セン
ターー委員より「本学に総合1専物館を将来作りたいj との声もあり、私も同感だが、それま
亡には資料保管の徹底、各部局で行なっている民示活動の共！日j化など、取り組むべき諜犯
はたくさんあろう＠ a歩ずつ進めていくためにも‘この場を借りて皆織のご意見・ご理解・
ご協力をお願いしたい。
民軍司E事斤タロ
ζ ，犬友言言語詰警察知館盛大震 門長、終でう長℃室ン展営塁聖盤綜李詫貯去」｜露H言語諒;Ii；言語li1 閣禁事露♂ t 議議甚賞品 Z 苓、間 車五千翼手｜茶話器管思議；nun~諸｜霊！？を李円五護主宣 言事皐雲宗ぞ室明 K 主語毛重奏｜轟｜
沼告書坊主差問主注完売雲、訴時｜霜｜
必要 毛き 2 護 暴ち員そ警霊白議説 院夫 S錯し」
ス容 にれ、今 出いやしか資題資明
r主要旨3家E2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 6fl16 日（土曜日）
自！「
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10月 23日（火）器鎚識駿東日新聞③ 
臨調闘置両国調習園膚1橿
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イ寸」大学の創立者は、窓政党司法事になり、検事・蒙飼時昭和平筆、「ごあいさつ」パネルか翼か畠陶笹界へよ代」「愛知大学時代
1厳
一寄稿一内閣で首相を務めた政治判事宅査
9年、最高裁判所初代事務総ら始まり、「生い立ち・「霊聖護大学一時代」父そして慈父としてと
「卜
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上十
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家、大限箆俗であり、鹿東京商等商栄学校教授。盟問、昭和初
1初年、変知人間性」「学究時代
1法「忽商減判所事務総長時のタイトルで、本問先生
意李創建、本間応磁器の創立章、社会査
U年か号＆肉英・大震
2室長、昭和制の獲を時代別に紹介し
空先生詣窓する展示・経済思想家で強立自噂米・独・仏に患
τ
、大
5日制年、第
4代学長、昭ている。
票、愛知大学重要主芦轟吹する脱翠鈴正均年、東京関税大学認をは愛知穴学唯一今回展示するものは本省院大学記念センターの省、福沢働省であり、一（現・一総大学）教綬。の名哲学長となった
1以間窓附蔵の逸品であり、
1階に新設される。方、西の同志社大学の創昭和白年に愛知大学の前来、陰になり日なたになそ杭ぞれの時代において銃橋市制
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周年の立者は、教育家・宗教家身といわれる疎通同文相官って愛知大学を終生支え本問先生のエピソードに
時、銀総市は「近代鐙総L
‘l ，かかわる物読や、関守、
山花銭い宮山 間喜 記念展示室を新設明ァれれ、駁以中で、学者・警の分野
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越知専るつ）などの愛慰霊
では唯一人、本 醤一先慶一小する。また、滋高裁集中書出された。「陸軍でキリスト教占毒の教育院教授となり、副轄をてき子求問先隼の盆削が、時代の恩師である三測忠跡地に市内最初の大学でを抱げる新島耐置さ伝えらして上海へ。昭和ゆ年に前述金巾制
100
周年を彦初代長官ゃ、一高およ
ある旧制愛知大拾を創立れていたが、挫織市制
1
は東混同文轡続安大学に般に一舟浮上したことかぴ東大からの親友である
し、創始期の穴学の鉱充
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周年以来、本閲官官一昇格させ、敗融制とともにら、「笈知大学創立者・田中耕太郎
2代長官との
に尽力した」とある。蛮氏 名前が浮き彫りにさ同大学学長として閉校、本間喜一展示室」室東蔑関係を如実に表す貴重な糸の町、明蔀の町から、れ司令会つになった 帰国した。恩人笛院完詑キ右ンタ資料も墨示す司令文島市 誘導 た が問治剖年筆抗の本間そして賂翌年、費
l内に般けることになっ（愛知大薬草同文号
本問先生であるという。先生は、犬正
4年、東京から引き揚げて来た大学た。院大学妃念センター客員一
台くから、官民は早稲田帝国大学法 を辛議後、の数時制民とともに愛知大勝目佳久センター長の研究員）一
406 
諸事項の紹介
周到~斤ヲ干口合長言牽芝
111111111111111lili
－－
J
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人口口欝輔圃伊世議比といって過宅池ト良は当時日本に居た校の中間襲撃事務委学生や議員も加わ引き揚げが索、この池長は講義
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1枚1放がガり、総員約
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名とな賢官間に合わなかっ事整理して、郷町
議選‘漢の一大警あっ有された。り版で印刷された。差った。しかし、
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述のき目的との議官号、その後‘
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J司警の大首選壁学生は般事足って同士の中国語審線開もの塁みは滋に立与、して、昭和在日月日臼愛知大三創設に主
去る
9月羽田午後
1時として選按された究才捌か生勤労隊員として一日上級生が下級年生指導す日月日目をもって授業のに愛知大学が設立されり、その後、愛知大学教
午より、愛知大学申誠同いであり、戦前、帝大・
4時間は呉羽航一抽出械工場る伝統的な形ではなか勺打記切りか決定された。た。呉羽の諮問伎は愛知授、法目的学部長、凶怠館
文省院大学記念センター隆士と単んで受敏生の人｝
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i」と警の需によ
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に議事厳格一ィ： 国務箪による震の寸前、池校在校したま訟
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一言渡航するこ与すでに不てし可
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宣ズ宣言上先生ら警の呉羽分校言係者も九思想系
労救出店が総測し 。池上司簡であった。煎箆同文‘
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・ー’ーの教問問と一ザ生かとい釈し、参会脅し、般財応答では
救援当時 兵器警護大学（昭和記李
1池上貞一・愛大名誉教授の講演会同一催、この需絡を覇軍な
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＝があり、密一
中国泌を教え、同校の際に界焔）は止む乞刷字
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・であった。
校に際して滴鉱山叩務ぞ拘一部の教職員を内地に派で工一回とし℃轡己、
3時たが、少しでも発活ので閑捌瑚
警官。遣し分校高殺して新入間は授撲を丹
λける毎日できる者砲を指学る形制劃
東軍同文書院は、却世々を容れることと
Lた。あった。で続けられた。繍糊縄
紀初めの明治例年に煎並当時 富山県総呉羽村すで 戦争は日に日に自月間口口の終戦によ持謝知同又会会長 近術篤回目（現缶の箇山市川内沼山〉厳しさを相し、昭和初年り、日本人一の似乱の中駐日時一が、中間・よ一向に諮一しにあった呉羽航一議叫（株）
3月の東京大学説
Z1皮切で、六学自体の存続も不明抵川一
一た議でき。凶中の友は、室岡文護の卒業りに、地方都市への義理あったが、何より金一茂一好協力と通商交易の発展生が副社長であったことも激しくなった
ω8
月
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竹山一’一的としたビジネススク
l
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「東は、六限協同一闘の日干の教授・激職員と共に袋られることになった。と稲田・稲沢警の腿応畿大盗殺し、均年に議譲や愛火装の品
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接、商は、新島町時の間宮崎両裁判所初代制務総反と
00
点以上の中から幼う
社」という総織が世間になった。昭和例年、愛知印点や
5つのコーナーに
ある。大学長となり、昭和初年分けて展示する。しかし、中部を代表ずに震大限一人の名出向学長。ゐ愛知大学の創設省・木患った 「本間喜一の袋い老ー問認一に対す会総織は締本間氏は終往除となりコーナー」だは、必愛に
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）一豊橋校舎にコーナー完成午後
4時半まで見学でき
一る。問い合わせは愛大東
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